
【はじめに】TARCは Th2細胞に特異的に発現するケモカ
イン受容体 CCR4のリガンドで Th2細胞を遊走させる。
TARCはアトピー性皮膚炎患者の重症度を反映する有用な
バイオマーカーとして近年、その臨床的ニーズが高まって

いる。今回、我々は生化学自動分析装置で測定可能なラテ

ックス免疫比濁法を原理としたナノピア TARC（積水メデ
ィカル株式会社）の基礎的性能評価を実施したので報告す

る。【対象と方法】日本電子株式会社 BioMajesty™ZERO 
JCA-ZS050を用いて、併行精度、室内再現精度、オンボー
ド安定性、直線性、プロゾーン試験、相関性試験を実施し

た。尚、相関性試験は化学発光酵素免疫測定法（CLEIA法）
を測定原理とした AIA-パック CL®TARC（東ソー株式会社）
を対照とした。【結果】併行精度：2濃度のコントロール
および自家製プール血清を 20回連続測定した場合、
C.V.は 1.55～3.92％であった。室内再現精度：2濃度のコン
トロールを 10日間測定した場合の C.V.は Low=4.25％、
High=2.62％であった。オンボード安定性：2濃度のコント
ロールを 21日間測定し、Low=110.15%、High=101.40%で

あった。直線性：試料をブランク試料で 10段階希釈し、
3回測定を行ったところ添付文書の測定範囲の上限を超え
る直線性が得られた。プロゾーン試験：高濃度試料(約
100,000pg/mL)を生理食塩水で 10段階希釈 3回測定したと
ころ、フック現象は認められなかった。相関性試験：患者

血清（n=106）を用いて 2試薬を比較した場合、相関係数
r=0.995、回帰式は y=1.12x+79.2となり AIA-パック
CL®TARCと比べナノピア TARCは高値傾向であった。当
日は追加検討も含めて報告する。【まとめ】今回の基礎的

性能評価ではいずれの項目も良好な結果が得られた。

TARC値は測定時点での皮膚状態を反映するため、アトピ
ー性皮膚炎の治療方針の決定に利用されている。生化学自

動分析装置で測定できる本法は、測定時間約 10分で報告可
能な為、診療前検査として臨床・患者サービスに貢献でき

ると考える。
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